
推定 E（：ヤング率）の活用 
（1） 路床 CBR の予測 
（2） 余命の予測 

 
1.予測の概念 
  人工物の舗装構造体は,弾性論に適合する（Ｆ＝εE）為に,FWD 試験によ

るタワミ曲線は,相似形（Ｄ0 を基本とした一軸比例関係が成り立つ）になる。 

   
2.各予測の概念 
 （1）路床 CBR（％） 
   路面が健全な時（弾性体）の歪みが弾性を失い不可逆的な永久変形にな

り縦断形状を形成するその形状から求める IRI は,終期の弾性率と仮定する。 
① IRI⇒E 推定＊1） ：E=－242.51x＋55832 

 
② E⇒Ｄ0＊2） ：D0＝831.02ｅ－０．０００２Ｘ 

推定EとD0の関係
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  ③Ｄ0⇒Ｄ150＊2） ：D150＝Ｄ0＊0.166 

D0と路床CBRの相関 y = 0.0002x2 -
0.2307x + 178.23
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③ Ｄ150⇒路床ＣＢＲの推定＊２） ：CBR[%]＝1000/Ｄ150 

 
 
 
 
 
 
 （2）余命予測 
   D0 タワミ量と累積 49kN 換算輪数 N の関係から損傷回数を予測する。 
   （但し,N≒20％クラック発生時点） 

① IRI⇒E 推定＊1） ：E=－242.51x＋55832 

 
② E⇒Ｄ0＊2） ：D0＝831.02ｅ－０．０００２Ｘ 

推定EとD0の関係
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  ③ D0⇒余命推定＊3） ：N=(5900/D0)＾5.18 
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